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令和６年４月 

姶良市生活環境課 



第１章 共通仕様書 

 
１ 業務名 

  あいら清掃センター基幹的設備改良事業に係る発注支援等業務 

 
２ 目 的 

 姶良市（以下「本市」という。）が運営している、あいら清掃センター（ご

み処理施設・灰溶融施設）は、平成 21 年の供用開始から約 14 年間経過して

いることから、経年による老朽化が進行しており、設備・機器類の耐用年数

を迎える時期となっている。 
 このため、本市では今後も継続してごみの安定処理を行うため、焼却炉等

の基幹的設備改良工事を行い、施設の延命化を図る計画としている。 
 また、本市では脱炭素社会の実現に向け、令和４年度に「ゼロカーボンシ

ティ宣言」を表明しており、二酸化炭素の排出量削減に向けて、溶融炉の廃

止を基幹的設備改良工事の期間中に併せて行う計画としている。 
 あいら清掃センター基幹的設備改良事業に係る発注支援等業務（以下「本

業務」という。）は、基幹的設備改良工事に向け、令和５年度に策定した「長

寿命化総合計画」を基に、コンサルタントの有する専門的知見を反映させ、

実施方針及び発注仕様書（案）の作成を行うとともに、決定した実施方針等

に基づき基幹的設備改良工事を行う事業者の募集、審査及び事業契約締結等

に関し必要な支援を行うことを目的とする。 

 
３ 本業務の概要 

（１） 履行期間 契約締結の翌日より令和８年３月１９日 
（２） 委託料の支払方法 

令和６年度 部分払い（年度出来高に応じて予算の範囲内で支払うも

のとする。） 

            令和６年度の成果品として、実施方針・発注仕様書（案）・

年度報告書（令和６年度分）を提出のこと 
令和７年度 完成払い 

 
４ 対象施設の概要等 

あいら清掃センター（ごみ処理施設・灰溶融施設） 
① 住  所 ： 姶良市加治木町西別府字永尾 5438－１ 
② 処理能力 ： ごみ処理能力 74ｔ/日（37ｔ/24ｈ×２炉） 
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     ： 灰溶融施設 ８.５ｔ/日（８.５ｔ/24ｈ×１炉） 
③ 処理方式 ： ごみ処理施設 ストーカー式 

     ： 灰溶融施設 燃料燃焼式（灯油） 
④ 竣工年月 ： 平成 21 年３月 

 
５ 業務の内容 

  本業務は次のとおりとし、業務の詳細は特記仕様書のとおりとする。 
（１）実施方針及び発注仕様書（案）の作成 
（２）事業者募集書類の作成 
（３）事業者募集・評価・選定・公表に関する支援 
（４）事業契約締結に関する支援 
（５）選定委員会の運営に関する支援 
（６）その他、本業務に必要な業務 

 
６ 仕様書適用の範囲 

（１）本仕様書は、本市が発注する本業務に適用する。 
（２）本仕様書に記載のない事項で、業務遂行上必要と思われる事項につい

ては、その都度協議して決定するものとする。 

 
７ 関係法令等の遵守 

   受託者は、本業務の実施に当り「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭

和 45 年法律第 137 号）その他関連する関係諸法令及び条例等を遵守しなけ

ればならない。 

 
８ 機密の保持及び中立性の堅持 

   受託者は、本業務の遂行上知り得た事項について、第三者に漏らしてはな

らない。また、コンサルタントとして常に中立性を堅持しなければならない。 

 
９ 留意事項 

   受託者は、本業務の遂行に当り次の事項に留意すること。 
   （１）関係官公署等との協議が必要となる場合は、本市の要請に応じて同

行し、内容の説明及び資料の提出等、誠意をもってこれらに当たらな

ければならない。 
   （２）受託者が関係官公署と直接協議等を必要とするとき、または協議を

求められた場合は、速やかに本市へ連絡するとともに、その内容は議

事録を作成し、遅滞なく本市に提出しなければならない。 
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10 提出書類 

   受託者は、業務の着手及び完了に当たって、契約約款に定めるもののほか、

下記の書類を提出しなければならない。 
   なお、受理された事項を変更しようとするときは、その都度承認を受ける

ものとする。 
（１）着手書類 

① 業務着手届 
② 業務従事者届及び経歴書並びに資格を有する書類（写し可） 
③ 業務工程表 

（２）年度報告書 
（３）業務完了届 
（４）業務委託料請求書 

 
11 配置技術者 

（１）受託者は、業務における主任技術者、照査技術者及び担当技術者を定

め、本市に届け出るものとする。 
（２）主任技術者は契約の履行に関し、業務の管理及び統括等を行うとと

もに、本市との打合せ及び選定委員会に出席し、本業務に主体的に取

り組むものとし、技術士「衛生工学部門」もしくは「廃棄物部門」の

資格を有する者とする。 
（３）主任技術者及び照査技術者は、基幹的設備改良事業に係る発注支援

等業務（類似事業を含む）の実務経験を有する者とする。 

 
12 連絡調整及び議事録の作成 

   受託者は、本業務を適切かつ円滑に実施するため、本市と密接な打ち合わ

せを行うものとする。打合せには、本市より担当者及び必要な職員、受託者

より原則として主任技術者または代理人が出席するものとし、受託者の責

任において議事録を作成し、本市に提出するものとする。 

 
13 疑義の解決 

   受託者は、本仕様書等に定める事項及び本仕様書に定めのない事項につ

いて疑義が生じた場合は、すみやかに本市と協議し、本業務を遂行するもの

とする。 

 
14 資料の貸与 

   本業務の遂行上必要な資料について本市が所有している資料は、受託者
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に貸与する。貸与を受けた資料については、リストを作成の上、本市に提出

し、業務完了と同時に返却するものとする。 
 
15 関係機関との協議等 

   本業務に係る関係機関との協議・対応等は本市が行うものとするが、本市

からの要請があった場合には、受託者はこれに協力するものとする。 
 
16 成果品 

   本業務の成果品は以下のとおりとする。 

  （１）実施方針書           （A４版）   １式 

  （２）発注仕様書（案）        （A４版）   １式 

  （３）各年度報告書          （A４版）   １式 

  （４）募集関係書類一式（募集要項等） （A４版）   １式 

  （５）技術評価書           （A４版）   １式 

  （６）見積比較検討書         （A４版）   １式 

  （７）選定委員会資料         （A４版） 指示する部数 

  （８）契約関係書類（案）       （A４版）   １式 

  （９）その他本市が指示する必要な書類 （A４版）   １式 

  （10）上記データの電子データ（CD-R 等）       １式 
   ※上記のうち、実施方針書・発注仕様書（案）・各年度報告書（令和６年

度分）については、令和６年度中の提出を求めます。 
 
17 成果品の検査、引渡し及び委託料の支払い方法 

（１）受託者は、業務実施後に本市による成果品の検査を受けなければな

らない。その結果、訂正等を指示されたものについては、訂正しなけ

ればならない。 

（２）成果品の検査合格後、成果品を納品するとともに、履行届の提出をも

って業務の完了とする。 
（３）上記、成果品の検査及び引渡しについては、令和６年度分の成果品の

検査及び引渡しについても同様とする。 
  （４）委託料の支払いは、本業務の完了後、適法な請求を受けた日から 30

日以内に当該年度分について支払うこととする。 
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第２章 特記仕様書 

 
業務内容 

 本業務は、本市が行うあいら清掃センター基幹的設備改良工事に係る工事の

発注及び契約業務に対する支援業務を行うものである。 
 なお、業務の遂行に当たっては、令和５年度に策定した「長寿命化総合計画」

に基づき、施設の基幹的設備改良工事として求める機能に留意して業務を遂行

することとする。 

 
１ 発注準備業務 

   本業務は、工事発注に係る事務（公告、各種手続き等）の支援を行うもの

で、本市が事業者を選定する際の補助並びに基幹改良工事に伴う発注仕様

書（案）の作成を行うとともに、見積参加者より提出される各種図書等の精

査、取りまとめ等を行うものである。 
（１）見積仕様書の作成 

長寿命化総合計画で示した整備内容に基づき、本工事が施工可能な

事業者（プラントメーカー）に対して、参考見積を徴集するための見積

仕様書を作成すること。 
 見積仕様書の作成に当たっては、「廃棄物処理施設の発注仕様書作成

の手引き ごみ焼却施設」（環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

廃棄物対策課 編）等に準拠して作成するものとし、特定の工事請負業

者に有利あるいは不利が生じない配慮すること。 
（２）技術提案書等の審査 

①質疑応答に係る支援 
  見積徴集を行った事業者から、見積仕様書等に関する質問事項に 
対する回答、並びに事業者から提出された技術提案書の内容につい 
ての質疑応答及び改善指示に係る支援を行うこと。 

②技術評価書の作成 
  見積徴集を行った事業者から提出された提案書の技術提案内容に 
ついて精査を行い、技術比較評価書を作成すること。 
 なお、提示された技術提案書の精査段階において、提案内容、設計 
図面及び設計計算書等に問題点や疑問点が顕在化した場合は、①に 
示した支援を行うこと。 
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２ 発注支援等業務 

   工事発注方式は、プロポーザル方式により、本工事の施工事業者を選定す

る方針としているため、公募等に必要となる各種資料の作成及び業者選定

に向け設置する、選定委員会の運営支援（資料作成・議事録作成を含む）を

行うこと。 
 （１）募集要綱等の作成 
     工事範囲及び参加資格の条件、入札手続き等について、施工事業者が

理解しやすい募集要綱等を作成すること。 
 （２）審査基準の作成 
     施工事業者を決定する手順及び評価項目等を記載した次の書類を作

成すること。 
    ①評価方法（案） 
    ②評価項目（案） 
    ③審査評価書（案） 
    ④プロポーザル実施スケジュール（案） 
 （３）発注仕様書（案） 
     見積仕様書をもとに、技術評価書の結果を踏まえ、プロポーザル執行

用の発注仕様書（案）を作成すること。 
 （４）各種添付書類の作成及び質疑回答への対応 
     募集要綱等に必要となる各種添付書類の作成及びプラントメーカー

からの質疑回答への対応を行うこと。 
 （５）選定委員会支援業務 
     選定委員会の運営支援を行うこと。 
     なお、選定委員会は２回程度の開催を予定しており、必要となる各資

料（必要資料の印刷を含む）及び会議議事録の作成及び選定委員会での

資料説明等を行うこと。 
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